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設において S-1による補助化学療法を行わなかった手術単独症例 94例についても検討した． 
 方法は，胃癌組織と近接正常胃粘膜の凍結検体よりmRNAを抽出してRT反応にて cDNA





発現である傾向を認めた(P = 0.078)． 
IGF1Rの発現量を最大カイ二乗検定で求めたカットオフ値で高発現群と低発現群の２
群に分類し，臨床病理学的因子との関係について検討すると，IGF1R 発現と静脈侵襲との
間に相関をみとめた (P = 0.047)．生存に関する多変量解析では IGF1R発現が独立した予
後規定因子であった (HR3.681 , 95%CI：1.423-9.523, P=0.007) ．一方，術後補助化学療
法として S-1を使用しなかった手術単独症例では IGF1Rの発現の程度に関わらず生存率に





らの報告と一致した結果であった(Min, et al., 2005)．また，IGF1R遺伝子発現状況と臨床
病理学的因子との関連性について検討したところ，IGF1R 遺伝子発現が静脈侵襲と関連し
ていることが示唆された．これについては，われわれのグループにおいて，大腸癌で IGF1R
の発現が静脈侵襲と関連していることを既に報告している (Oshima, et al., 2008)．また，
IGF1R 高発現例は IGF1R 低発現例と比較して有意に予後不良であった．Ge らは IGF1R
の過剰発現が胃癌において化学療法抵抗性と関連し，かつ予後不良であることを報告して
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